
　　今日から給食が始まります。

　先生からの食育コメント

　にらは、一度植えれば手間をかけずとも何度も収穫できることから、別名

「懶人草（らいじんそう）」といいます。懶人とは、なまけ者という意味です。

　条件さえ良ければ、１０回以上も収穫できるそうです。
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これは草食動物に食べられることに対抗
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そうです。ただし、何度も葉を切りすぎると疲れ果ててしまうせいか、

花が咲かなくなってしまうそうです。
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『にら』について

　にらが生まれたのは、モンゴルの草原地帯だと言われています。そこで
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